
・大淀川下流地区は、平成17年台風14号による甚大な被
害に対し、平成22年度までに激特事業による整備を完了。 
また、唯一の無堤区間である津屋原沼の津波高潮対策を
実施中。
・大淀川上流地区は、平成22年度から、堤防整備及び 河
道掘削等の事業を実施し、今年度からは新たに遊水地整
備事業に着手します。
・大淀JIIでは、九州北部豪雨を踏まえ堤防の浸透対策工
事を実施中
・小丸川では、整備計画の目標流量を安全に下流ヘ流す た
めの河道掘削工事を実施し、今年度からは新たに内水対
策事業に着手します。
・関東・東北豪雨を踏まえた「水防災意識社会再構築ビ
ジョン」に基づき、ソフト対策・ハード対策を国、県、市町 が
連携し実施中。
・平成30年7月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重
要インフラの緊急点検結果に基づき、河道掘削・樹木伐
採・堤防補強等を実施する。
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・大淀川においては、堤防が概ね完成しているが、近年
でも令和元年7月にも危険水位を超える出水となって
おり、大規模氾濫による氾濫リスクが高まっている。
・当該事業を整備することで、洪水時の河道流量を低
減し、治水安全度の向上をはかります。今年度より用地
調査等の事業に着手します。

・当該地区は、小丸川と支川畑田川の合流部にある宮
越樋管の背後地に位置し、これまで度々家屋の浸水被
害が発生する状況でありました。そこで、排水機場を新
たに整備することで治水安全度の向上をはかる事業
を今年度より着手します。

・小丸川中流部の高城橋付近は、過去から洪水
時の流速が特に早く、出水の度に護岸被災等
が頻発しました。緊急的に河道掘削を実施し、
河道断面を拡大することで、洪水時の流速を低
減し早期に安全性の向上をはかります。

・当該地区は、八重川と大淀川の合流点に隣接
し、津屋原沼（つやばるぬま）が合流（接続）す
る大淀川下流地区唯一の無堤区間です。東日
本大震災以降、大規模地震等による津波や高
潮等の防災に対する関心が高まり、それらの
被害を軽減するために堤防と樋管の整備を
行っています。
・この整備により、約2,000戸の家屋を浸水の被
害から未然に防ぐことができます。

・平成30年7月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した
重要インフラの緊急点検結果に基づき、緊急的に河道
掘削を実施し、早期に安全性の向上をはかります。
・河道掘削（一連区間）を実施することにより、より安全
に洪水を流下させることができます。

・住民の生命財産を洪水から守る堤防について、
水の浸透や浸食の観点から安全性が不足して
いる箇所を対象に堤防の補強を実施します。
・崎ノ田地区の堤防浸透対策を実施することで、
堤防決壊による家屋等の浸水被害を未然に防
ぐことができます。
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